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める塩素イオ γ定量にモール法を用いる場合中性溶液試料でなければならなし、。このため pH が 7 "-J
4 の範囲ならばよいことがわかったから，最も経済的に，迅速に PH 調節を行なうことを研究して，種
々の弱酸を吟味して最適な試薬は酢酸であることを見出し，分析法を簡易正確化して人権費節約の目















































第 6 章は従来よく知られている Warder 法が微量炭酸アルカリ滴定に対しては相当不正確であるが





形カセイカリウム中の鉄の分析を例にとりこれを統計的方法で示している。その結果従来の J 1 S で
示される採取の方法及び量を改めるべきであると提案している。
本論文は工業上の実地試料の一々の分析の適応性の研究を行なったもので，統計的方法を駆使して
試料の化学的性質を追及し工業上の試料に対する簡便にして必要なだけの正確さをもっ，迅速分析法
を確立し，人件費の節約と共に工程の流れに即応する迅速簡易法をうることを目的としたものであ
る。即ち電解液における Mohr 法の簡易化，カセイソーダ中の硫酸ナトリウムの推定法による直接分
析の省略および炭酸カリウム工業品の全アルカリ滴定にBPB指示薬による直接滴定を採用し得る統
計的証明を行なっている。叉統計的方法によって工業製品の試料採取の方法および量が品位決定にお
よぼす影響をしらベ最適な採取方法を提案している。
このことは直ちに工業生用性に寄与することは明白でまたその効果は大で、ある。
よって本論文は博士論文として十分価値があるものと認める。
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